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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】様々な紙葉類の蛍光及び燐光を検知する。
【解決手段】蛍光燐光検知装置は、搬送路を搬送される
紙葉類に向けて光を照射する光源（２１、２２）と、紙
葉類で発光した光を受光する受光部（４１、４２）と、
測定モードが複数種類保存されている記憶部８０と、紙
葉類の種類に応じた測定モードを選択する測定モード選
択部７１と、測定モード選択部が選択した測定モードで
光源の発光強度及び発光時間を制御する光源制御部７２
と、測定モード選択部が選択した測定モードで、蛍光を
測定した蛍光データと燐光を測定した燐光データの少な
くともいずれか一方を受光部から取得するデータ取得部
７３とによって構成する。各測定モードで、光源から照
射する光の発光強度及び発光時間と、受光部で蛍光を測
定するタイミング及び測定時間と、受光部で燐光を測定
するタイミング及び測定時間とを設定する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送路を搬送される紙葉類に向けて光を照射する光源と、
　前記紙葉類で発光した光を受光する受光部と、
　前記光源から光を照射する時間、前記光の発光強度、前記受光部で蛍光を測定するタイ
ミング、前記蛍光を測定する時間、前記受光部で燐光を測定するタイミング、前記燐光を
測定する時間のうち少なくとも１つが異なる複数種類の測定モードが保存されている記憶
部と、
　前記測定モードを選択する測定モード選択部と、
　前記測定モード選択部が選択した測定モードに基づいて前記光源を制御する光源制御部
と、
　前記測定モード選択部が選択した測定モードに基づいて、蛍光を測定した蛍光データと
燐光を測定した燐光データの少なくともいずれか一方を前記受光部から取得するデータ取
得部と
を備えることを特徴とする蛍光燐光検知装置。
【請求項２】
　前記測定モードには、
　前記光源を点灯している間に蛍光データを取得して、前記光源を消灯した後に燐光デー
タを取得する蛍光燐光モードと、
　前記蛍光燐光モードに比べて高い解像度で、前記光源を点灯している間に蛍光データを
取得する蛍光モードと、
　前記蛍光燐光モードに比べて高い照射量で前記光源から光を照射して、前記光源を消灯
した後に前記燐光データを取得する燐光モードと
が含まれることを特徴とする請求項１に記載の蛍光燐光検知装置。
【請求項３】
　前記燐光モードでは、前記蛍光燐光モードに比べて長い時間、前記光源を点灯すること
を特徴とする請求項２に記載の蛍光燐光検知装置。
【請求項４】
　前記蛍光燐光モード及び前記燐光モードは、前記蛍光データ及び前記燐光データを取得
しないダミー期間を含むことを特徴とする請求項２又は３に記載の蛍光燐光検知装置。
【請求項５】
　前記燐光モードでは、前記ダミー期間中に前記光源を点灯することを特徴とする請求項
４に記載の蛍光燐光検知装置。
【請求項６】
　前記測定モード選択部は、紙葉類の種類を示す入力を受け付けて、該紙葉類の種類に対
応する測定モードを選択することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の蛍光
燐光検知装置。
【請求項７】
　前記搬送路に沿って設けられ、前記搬送路を搬送される紙葉類の種類を識別する識別部
をさらに備え、
　前記測定モード選択部は、前記識別部から、紙葉類の種類を示す入力を受け付けて、該
紙葉類の種類に対応する測定モードを選択する
ことを特徴とする請求項６に記載の蛍光燐光検知装置。
【請求項８】
　蛍光燐光検知装置が、搬送路を搬送される紙葉類で発光した蛍光及び燐光を検知する蛍
光燐光検知方法であって、
　光源から光を照射する時間、前記光の発光強度、受光部で蛍光を測定するタイミング、
前記蛍光を測定する時間、前記受光部で燐光を測定するタイミング、前記燐光を測定する
時間のうち少なくとも１つが異なる複数種類の測定モードの中から測定モードを選択する
工程と、
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　選択された測定モードに基づいて光源から光を照射する工程と、
　選択された測定モードに基づいて、蛍光を測定した蛍光データと燐光を測定した燐光デ
ータの少なくともいずれか一方を受光部から取得する工程と
を含んだことを特徴とする蛍光燐光検知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、蛍光及び燐光を検知する蛍光燐光検知装置及び蛍光燐光検知方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、紙葉類の真偽を識別するためのセキュリティ特徴として蛍光発光するインクや燐
光発光するインクが利用されている。蛍光は、励起光を照射すると発光するが、励起光の
照射を停止すると同時に消失する発光である。一方、燐光は、励起光の照射を停止した後
も発光を続け、徐々に減衰して消失する発光である。特許文献１には、蛍光及び燐光の両
方を検知する蛍光燐光検知装置が開示されている。この装置は、蛍光を検知する際には、
得られた信号を所定の増幅率で増幅する。燐光を検知する際には、蛍光検知時よりも高い
増幅率で信号を増幅する。燐光の発光強度は蛍光の発光強度に比べて弱いが、増幅率を変
更することで、蛍光及び燐光を適度な信号強度で検知することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１５１９６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、近年、様々な発光の検知に柔軟に対応できる装置の登場が望まれている
。例えば、上記従来技術では蛍光及び燐光の両方を検知するが、紙葉類の種類によって、
蛍光と燐光のいずれか一方のみを検知すればよい場合がある。また、例えば、紙葉類のセ
キュリティ特徴によって、発光を検知するだけでよい場合や、発光を高解像度に検知した
い場合がある。
【０００５】
　本発明は、上記従来技術による問題点に鑑みてなされたもので、様々な発光の検知に柔
軟に対応できる蛍光燐光検知装置及び蛍光燐光検知方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明は、蛍光燐光検知装置であって、
搬送路を搬送される紙葉類に向けて光を照射する光源と、前記紙葉類で発光した光を受光
する受光部と、前記光源から光を照射する時間、前記光の発光強度、前記受光部で蛍光を
測定するタイミング、前記蛍光を測定する時間、前記受光部で燐光を測定するタイミング
、前記燐光を測定する時間のうち少なくとも１つが異なる 複数種類の測定モードが保存
されている記憶部と、前記測定モードを選択する測定モード選択部と、前記測定モード選
択部が選択した測定モードに基づいて前記光源を制御する光源制御部と、前記測定モード
選択部が選択した測定モードに基づいて、蛍光を測定した蛍光データと燐光を測定した燐
光データの少なくともいずれか一方を前記受光部から取得するデータ取得部とを備えるこ
とを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、上記発明において、前記測定モードには、前記光源を点灯している間
に蛍光データを取得して、前記光源を消灯した後に燐光データを取得する蛍光燐光モード
と、前記蛍光燐光モードに比べて高い解像度で、前記光源を点灯している間に蛍光データ
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を取得する蛍光モードと、前記蛍光燐光モードに比べて高い照射量で前記光源から光を照
射して、前記光源を消灯した後に前記燐光データを取得する燐光モードとが含まれること
を特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、上記発明において、前記燐光モードでは、前記蛍光燐光モードに比べ
て長い時間、前記光源を点灯することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、上記発明において、前記蛍光燐光モード及び前記燐光モードは、前記
蛍光データ及び前記燐光データを取得しないダミー期間を含むことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、上記発明において、前記燐光モードでは、前記ダミー期間中に前記光
源を点灯することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、上記発明において、前記測定モード選択部は、紙葉類の種類を示す入
力を受け付けて、該紙葉類の種類に対応する測定モードを選択することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、上記発明において、前記搬送路に沿って設けられ、前記搬送路を搬送
される紙葉類の種類を識別する識別部をさらに備え、前記測定モード選択部は、前記識別
部から、紙葉類の種類を示す入力を受け付けて、該紙葉類の種類に対応する測定モードを
選択することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、蛍光燐光検知装置が、搬送路を搬送される紙葉類で発光した蛍光及び
燐光を検知する蛍光燐光検知方法であって、光源から光を照射する時間、前記光の発光強
度、受光部で蛍光を測定するタイミング、前記蛍光を測定する時間、前記受光部で燐光を
測定するタイミング、前記燐光を測定する時間のうち少なくとも１つが異なる複数種類の
測定モードの中から測定モードを選択する工程と、選択された測定モードに基づいて光源
から光を照射する工程と、選択された測定モードに基づいて、蛍光を測定した蛍光データ
と燐光を測定した燐光データの少なくともいずれか一方を受光部から取得する工程とを含
んだことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る蛍光燐光検知装置によれば、搬送される紙葉類に向けて光源から照射する
光の照射量、紙葉類で発光した蛍光の測定方法、紙葉類で発光した燐光の測定方法等を設
定した測定モードを利用することができる。紙葉類で観察される発光の種類に合わせて複
数種類の測定モードを準備することにより、様々な蛍光及び燐光の検知に柔軟に対応する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、蛍光燐光検知装置の概要を説明するための図である。
【図２】図２は、蛍光燐光検知装置の構造を説明するための断面模式図である。
【図３】図３は、蛍光燐光検知装置の機能構成を説明するためのブロック図である。
【図４】図４は、蛍光燐光モードで蛍光及び燐光の両方を測定するタイミングを示すタイ
ミングチャートである。
【図５】図５は、蛍光モードで蛍光を測定するタイミングを示すタイミングチャートであ
る。
【図６】図６は、燐光モードで蛍光及び燐光を測定するタイミングを示すタイミングチャ
ートである。
【図７】図７は、紙幣の搬送速度が図６と異なる場合の測定タイミングを示す燐光モード
のタイミングチャートである。
【図８】図８は、透過画像を取得する蛍光燐光検知装置の構造例を示す断面模式図である
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。
【図９】図９は、蛍光燐光モードで蛍光、燐光及び透過光を測定するタイミングを示すタ
イミングチャートである。
【図１０】図１０は、蛍光モードで蛍光及び透過光を測定するタイミングを示すタイミン
グチャートである。
【図１１】図１１は、燐光モードで蛍光、燐光及び透過光を測定するタイミングを示すタ
イミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、添付図面を参照して、本発明に係る蛍光燐光検知装置及び蛍光燐光検知方法に
ついて詳細を説明する。蛍光燐光検知装置及び蛍光燐光検知方法が処理対象とする紙葉類
の種類は特に限定されないが、本実施形態では、紙幣を処理対象とする場合を例に説明す
る。
【００１７】
　図１は、蛍光燐光検知装置の概要を説明するための図である。蛍光燐光検知装置は、紙
幣に向けて光を照射する光源と、紙幣で発光した光を受光する受光部とを有する。紙幣上
には、紫外光等の励起光を受けて発光する特殊なインクを使用したセキュリティマークが
印刷されている。光源から紙幣に向けて励起光を照射するとセキュリティマークが発光す
る。紙幣の種類によって、蛍光発光が観察される場合と、燐光発光が観察される場合と、
蛍光発光及び燐光発光の両方が観察される場合とがある。
【００１８】
　蛍光燐光検知装置は、光源を制御して、紙幣に向けて光を照射する。図１（ａ）に示す
ように、光源から、発光強度Ａの光を、時間Ｓ（ｔ１～ｔ２）の間、照射する。蛍光燐光
検知装置は、光源から照射する光の照射量を制御することができる。照射量の制御は、光
源の発光強度Ａと発光時間Ｓの少なくともいずれか一方を変更することによって行う。発
光強度Ａの制御は、光源として利用するＬＥＤ等の発光体の数、発光体に流す電流値等を
変更することによって行う。
【００１９】
　蛍光燐光検知装置は、受光部を利用して、紙幣上で発光した蛍光を検知する。図１（ｂ
）に示すように、光源を点灯している時間Ｓの間、蛍光発光が継続する。蛍光燐光検知装
置は、蛍光が観察される時間Ｆの間（ｔ３～ｔ４）、受光部が光を受光して出力する信号
を、蛍光の検知信号として処理する。図１（ｂ）に示す斜線部が蛍光として検知される。
蛍光燐光検知装置は、蛍光を検知する時間Ｆを制御することができる。また、蛍光燐光検
知装置は、光源が点灯している間（ｔ１～ｔ２）に、蛍光の測定を開始するタイミング（
ｔ３）と、蛍光の測定を終了するタイミング（ｔ４）とを制御することができる。時間Ｆ
の間に蛍光の発光強度を測定する動作を、所定周期で繰り返すことにより、所定解像度の
蛍光データを取得する。蛍光データの取得方法詳細は後述する。
【００２０】
　蛍光燐光検知装置は、受光部を利用して、紙幣上で発光した燐光を検知する。図１（ｃ
）に示すように、燐光の発光強度は、光源を点灯している時間Ｓの間、徐々に強くなる。
蛍光は光源を消灯すると同時に消失するが、燐光は、光源の消灯後も発光し続け、徐々に
減衰して消失する。蛍光燐光検知装置は、光源を消灯した後、時間Ｐの間（ｔ５～ｔ６）
、受光部が光を受光して出力する信号を、燐光の検知信号として処理する。図１（ｃ）に
示す斜線部が燐光として検知される。蛍光燐光検知装置は、燐光を検知する時間Ｐを制御
することができる。また、蛍光燐光検知装置は、光源を消灯した後（ｔ２～）に、燐光の
測定を開始するタイミング（ｔ５）と、燐光の測定を終了するタイミング（ｔ６）とを制
御することができる。例えば、紙幣の種類によって燐光が消失する迄の時間が異なる場合
に、燐光が観察できる間、燐光を測定する設定とする。時間Ｐの間に燐光の発光強度を測
定する動作を、所定周期で繰り返すことにより、所定解像度の燐光データを取得する。燐
光データの取得方法詳細は後述する。
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【００２１】
　図１（ａ）に示す時間Ｓａの間、一定の発光強度Ａで光源から光を照射して、図１（ｂ
）に斜線で示す蛍光を測定する。時間Ｓａ経過後に光源を消灯して燐光を測定しても、燐
光の発光強度が弱く、十分な測定精度を得られない場合がある。蛍光燐光検知装置では、
図１（ａ）に示すように、時間Ｓａの経過後、さらに時間Ｓｂの間、光源から光を照射す
る設定とすることができる。蛍光測定後も光の照射を継続することで、紙幣に照射する光
の照射量を、燐光が鮮明に発光するのに十分な照射量とすることができる。蛍光燐光検知
装置は、燐光の発光強度が十分になったタイミングで光源を消灯して、図１（ｃ）に斜線
で示すように燐光を測定する。これにより、蛍光及び燐光の両方を十分な測定精度で測定
することができる。
【００２２】
　蛍光燐光検知装置では、予め複数の測定モードを準備して、選択した測定モードで蛍光
及び燐光を測定することができる。各測定モードで、光源から照射する光の発光強度及び
発光時間と、受光部で蛍光を測定するタイミング及び測定時間と、受光部で燐光を測定す
るタイミング及び測定時間とを設定することができる。
【００２３】
　例えば、図１（ｄ）に示すように、第１モードとして、光源の発光強度をＡ１、発光時
間をＳ１、蛍光測定時間をＦ１、燐光測定時間をＰ１と設定することができる。光源の発
光時間Ｓ１は、図１（ａ）に示す光源の点灯タイミングｔ１及び消灯タイミングｔ２によ
って設定することができる。蛍光の測定時間Ｆ１は、図１（ｂ）に示す蛍光の測定開始タ
イミングｔ３及び終了タイミングｔ４によって設定することができる。燐光の測定時間Ｐ
１は、図１（ｃ）に示す燐光の測定開始タイミングｔ５及び終了タイミングｔ６によって
設定することができる。
【００２４】
　例えば、第２モードとして、光源の発光時間をＳ１より短いＳ２と設定し、蛍光の測定
時間をＦ１より短いＦ２と設定し、燐光の測定時間を０（ゼロ）と設定することができる
。また、例えば、第３モードとして、光源の発光時間をＳ１より長いＳ３と設定し、蛍光
の測定時間を０（ゼロ）と設定し、燐光の測定時間をＰ１よりＰ２と設定することもでき
る。この他、光源の発光強度を含め、紙幣で観察される発光の特徴に応じて各値を設定し
た測定モードを、予め準備することができる。
【００２５】
　蛍光燐光検知装置では、光源から光を照射する時間、照射する光の発光強度、受光部で
蛍光を測定するタイミング、蛍光を測定する時間、受光部で燐光を測定するタイミング、
燐光を測定する時間のうち少なくとも１つが異なる複数種類の測定モードを予め準備する
ことができる。蛍光燐光検知装置は、これら複数の測定モードの中から、紙幣の種類に応
じた測定モードを選択して、発光を測定する。例えば、蛍光燐光検知装置は、装置利用者
が測定モードを選択する手動操作を受け付けて測定モードを選択することができる。また
、蛍光燐光検知装置は、装置利用者が紙幣の種類を選択する手動操作を受け付けて、紙幣
の種類に対応する測定モードを選択することもできる。また、蛍光燐光検知装置は、紙幣
識別装置等、他の装置が紙幣の種類を識別した識別結果の入力を受け付けて、紙幣の種類
に対応する測定モードを選択することもできる。なお、測定モードと紙幣の種類との対応
は予め設定されており、蛍光燐光検知装置内で管理されている。
【００２６】
　例えば、蛍光及び燐光の両方が観察される紙幣は、図１（ｄ）に示す第１モードで蛍光
及び燐光を測定する。蛍光は観察されるが燐光が観察されない紙幣は第２モードで蛍光を
測定する。燐光は観察されるが蛍光は観察さない紙幣は第３モードで燐光を測定する。こ
のように、蛍光燐光検知装置では、紙幣で観察される発光の種類に応じて、測定モードを
変更することができる。
【００２７】
　従来、複数枚の紙幣を受け付けて１枚ずつ装置内に取り込み、装置内に設けた搬送路に
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沿って搬送しながら、識別部で金種、真偽、正損等、紙幣の種類を識別する紙幣処理装置
が利用されている。紙幣処理装置の機能及び動作は従来知られているため詳細は省略する
。識別部より紙幣の搬送方向下流側の搬送路上に、蛍光燐光検知装置を配置して利用する
。識別部が、従来のように光学的特徴、磁気的特徴、厚み等に基づいて紙幣の種類を識別
する。識別部は、紙幣の識別結果を蛍光燐光検知装置に入力する。蛍光燐光検知装置は、
紙幣の識別結果を受けて、測定モードを、この紙幣の種類に対応する測定モードに切り替
える。そして、蛍光燐光検知装置は、識別部で識別された紙幣が搬送路に沿って搬送され
てくるタイミングに合わせて、蛍光と燐光の少なくともいずれか一方を測定する。複数枚
の紙幣が１枚ずつ連続して搬送されてくる間、これを繰り返すことで、各紙幣に対応する
測定モードで、発光を高精度に測定することができる。紙幣処理装置は、蛍光燐光検知装
置で得られた紙幣の発光特性を、紙幣の真偽識別等に利用することができる。
【００２８】
　次に、蛍光燐光検知装置の構造と測定モードについて具体的に説明する。図２は、蛍光
燐光検知装置の構造を説明するための断面模式図である。図２は、紙幣１００が搬送され
る搬送路６０に沿って設けられた蛍光燐光検知装置を、搬送方向と垂直な側面方向から見
た図である。蛍光燐光検知装置は、搬送路６０の上方に設けられた上部ユニット１１と、
搬送路６０の下方に設けられた下部ユニット１２とを含む。上部ユニット１１と下部ユニ
ット１２は、搬送路６０に沿って、紙幣１００の搬送方向にずらして設置されている。
【００２９】
　上部ユニット１１は、例えば黒色樹脂製のケース内に、光源２１（２１ａ、２１ｂ）と
、集光レンズ３１と、受光部４１が設けられた基板５１とを含んで構成される。紙幣１０
０の上面に対向するケース下面には、ガラス又は樹脂から成る透明部材１１ａが嵌め込ま
れている。光源２１から出射した光が、透明部材１１ａを経てケース外にある紙幣１００
の上面に照射される。紙幣１００の上面で反射された光や、紙幣上面で発光した光は、透
明部材１１ａからケース内に入って集光レンズ３１で集光され、受光部４１で受光される
。
【００３０】
　受光部４１は、紙幣１００の搬送方向と垂直な方向に、複数の受光素子を配列して成る
ラインセンサである。受光部４１を構成する複数の受光素子は、搬送方向に垂直な方向に
、紙幣１００の幅を超える長さで配列されている。受光部４１による測定位置を通過する
ように紙幣１００を搬送することにより、紙幣１００全面で光を検知できるようになって
いる。例えば、紙幣１００を搬送しながら、受光部４１が光を受光して出力するデータを
連続して取得することにより、紙幣１００全面の画像を生成することができる。
【００３１】
　光源２１は、搬送方向上流側から紙幣１００に向けて光を照射する光源２１ａと、下流
側から紙幣１００に向けて光を照射する光源２１ｂとを有する。光源２１は、受光部４１
に対応して設けられている。光源２１は、波長の異なる複数種類の光を照射することがで
きる。例えば、紙幣上面で蛍光及び燐光を観察するための励起光として、紫外光を照射す
る。
【００３２】
　集光レンズ３１は、光源２１から光を照射して紙幣上面で発光した光を受けて、受光部
４１に集光する。集光レンズ３１は、受光部４１を構成する受光素子に対応して設けられ
ている。具体的には、例えば、集光レンズ３１は複数のレンズを含み、各レンズが各受光
素子に対応して配置されている。
【００３３】
　下部ユニット１２は、上部ユニット１１と同一構造を有するため説明は省略する。上部
ユニット１１と同一構造を有するユニットを上下方向に反転して、搬送路６０の下方で搬
送方向上流側の位置に設置することで下部ユニット１２を実現することができる。
【００３４】
　図３は、蛍光燐光検知装置の機能構成を説明するためのブロック図である。蛍光燐光検
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知装置は、図２に示す構成の他に、制御部７０及び記憶部８０を有する。光源２１、２２
、受光部４１、４２、及び記憶部８０は、制御部７０と接続されている。制御部７０が、
これら各部を制御することにより本実施形態に記載する各機能及び動作が実現される。
【００３５】
　記憶部８０は、例えば不揮発性の半導体メモリから成る。記憶部８０には、制御部７０
の動作に必要なソフトウェアプログラムやデータが保存される。図１に示した複数の測定
モードや、測定モードと紙幣の種類との対応を示すデータは、設定データ８１として、記
憶部８０に保存されている。
【００３６】
　制御部７０は、測定モード選択部７１、光源制御部７２及びデータ取得部７３を含む。
測定モード選択部７１は、搬送路６０を搬送される紙幣１００の種類に対応する測定モー
ドを選択する。光源制御部７２は、光源２１、２２の点灯及び消灯を制御する。データ取
得部７３は、受光部４１、４２で測定した蛍光及び発光のデータを取得する。
【００３７】
　蛍光燐光検知装置は、紙幣処理装置内の搬送路６０に沿って設置されている。紙幣処理
装置は、蛍光燐光検知装置が紙幣の発光を測定したデータを、紙幣の金種、真偽等を識別
するために利用する。紙幣処理装置は、搬送路６０における紙幣１００の搬送を制御する
。紙幣処理装置の操作部等を操作して、紙幣１００の搬送速度を変更できるようになって
いる。例えば、搬送速度を、毎秒２３００ｍｍ、１６００ｍｍ等、異なる搬送速度に切り
替えることができる。
【００３８】
　制御部７０は、図３に示すように、紙幣処理装置から、搬送情報、紙幣金種情報等を取
得する。搬送情報は、搬送路６０を搬送されてくる紙幣１００の搬送速度、搬送状態、搬
送位置等を含む情報である。紙幣金種情報は、搬送路６０を搬送されてくる紙幣１００の
金種等を含む情報である。
【００３９】
　図２に示す蛍光燐光検知装置よりも搬送方向上流側に、紙幣１００を識別する識別部が
設けられている。識別部が、紙幣１００の金種等を識別すると、この情報が紙幣金種情報
として、制御部７０に入力される。測定モード選択部７１は、紙幣金種情報に基づいて、
紙幣１００の種類に対応する測定モードを選択する。
【００４０】
　搬送路６０には、紙幣１００の搬送位置を検知する紙幣センサが配置されている。紙幣
検知センサによって、紙幣１００が斜行しているか、複数枚の紙幣が重なった状態で搬送
されているか等、紙幣の搬送状態を特定することもできる。紙幣１００の搬送速度、搬送
状態、搬送位置等の情報を取得した制御部７０は、紙幣１００が、上部ユニット１１及び
下部ユニット１２による測定位置を通過するタイミング等を認識する。
【００４１】
　具体的には、制御部７０は、下部ユニット１２による測定位置を紙幣１００が通過する
タイミングを認識する。このタイミングに基づいて、光源制御部７２は、測定モード選択
部７１が選択した測定モードで光源２２を制御する。また、データ取得部７３は、受光部
４２から、紙幣１００の下面で発光を計測したデータを取得する。取得したデータから、
紙幣１００の下面全面を撮像した紙幣画像を生成することができる。具体的には、下面全
面で蛍光を撮像した上面蛍光画像と、下面全面で燐光を撮像した下面燐光画像を生成する
ことができる。
【００４２】
　同様に、制御部７０は、上部ユニット１１による測定位置を紙幣１００が通過するタイ
ミングを認識する。このタイミングに基づいて、光源制御部７２は、測定モード選択部７
１が選択した測定モードで光源２１を制御する。また、データ取得部７３は、受光部４１
から、紙幣１００の上面で発光を計測したデータを取得する。取得したデータから、紙幣
１００の上面全面を撮像した紙幣画像を生成することができる。具体的には、上面全面で
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蛍光を撮像した上面蛍光画像と、上面全面で燐光を撮像した上面燐光画像を生成すること
ができる。
【００４３】
　次に、図４～図７を参照しながら、蛍光燐光モード、蛍光モード及び燐光モードの３つ
の測定モードについて説明する。図４は、蛍光燐光モードで蛍光及び燐光の両方を測定す
るタイミングを示すタイミングチャートである。図５は、蛍光モードで蛍光を測定するタ
イミングを示すタイミングチャートである。図６は、燐光モードで蛍光及び燐光を測定す
るタイミングを示すタイミングチャートである。図４～図６は、紙幣１００を搬送速度２
３００ｍｍ／Ｓで搬送する場合を示している。図７は、紙幣１００の搬送速度が図６と異
なる場合の測定タイミングを示す燐光モードのタイミングチャートである。図７は、紙幣
１００を搬送速度１６００ｍｍ／Ｓで搬送する場合を示している。
【００４４】
　図４～図７は、各測定モードの１サイクルの測定を示している。１サイクルの測定で得
られるデータをラインデータとして、測定を繰り返すことにより、紙幣１００の全面の画
像を生成することができる。紙幣１００の搬送方向と垂直な主走査方向の受光部４１、４
２の解像度は２００ｄｐｉとなっている。一方、紙幣１００の搬送方向と平行な副走査方
向の解像度は、測定モードによって異なる。副走査方向の解像度は、図４に示す蛍光燐光
モードで８．３ｄｐｉ、図５に示す蛍光モードで１００ｄｐｉ、図６及び図７に示す燐光
モードで５．６ｄｐｉとなっている。
【００４５】
　図４～図７に示すタイミングチャートの上段には、紙幣１００の搬送に応じて出力され
るメカクロック（ＭＣＬＫ）を示している。搬送路６０を搬送される紙幣１００が０．２
５４ｍｍ搬送される度に矩形波のパルス信号が１パルス出力される。中段には光源２１を
点灯するタイミングを示している。下段には、受光部４１で蛍光を測定するタイミングと
、燐光を測定するタイミングとを示している。上部ユニット１１で紙幣上面の発光を測定
する方法と、下部ユニット１２で紙幣下面の発光を測定する方法とは同一である。このた
め、以下、上部ユニット１１を例に説明する。
【００４６】
　図４に示す蛍光燐光モードで測定する場合、光源制御部７２が、ＭＣＬＫのパルス波の
起ち上がりに合わせて、所定の発光強度で光源２１を点灯する。光源制御部７２は、４９
７μＳの時間が経過すると光源２１を消灯する。
【００４７】
　光源２１を点灯すると、紙幣１００の上面で蛍光発光が観察される。データ取得部７３
は、光源制御部７２が光源２１を点灯するのと同時に、蛍光を受光した受光部４１からデ
ータの取得を開始する。蛍光データの取得は、光源２１を消灯するまで４９７μＳの間、
継続して行われる。データ取得部７３は、光源２１を消灯するのと同時に、蛍光データの
取得を終了する。
【００４８】
　光源制御部７２が光源２１を消灯するのと同時に、データ取得部７３は、燐光を受光し
た受光部４１からデータの取得を開始する。燐光データの取得は、光源２１を消灯してか
ら４９７μＳの間、継続して行われる。
【００４９】
　燐光データの取得を終えた後、データ取得部７３が蛍光データ及び燐光データを取得し
ないダミー期間となる。ダミー期間が３３１．２μＳ継続した後、１サイクルの測定が終
了して、次のサイクルの測定が開始される。ダミー期間を設けることにより、紙幣１００
の搬送速度の変動をダミー期間の長短で吸収することができる。具体的には、搬送速度の
変動によって図４に示す１サイクルの時間が最も短くなった場合でも、ダミー期間が短く
なるだけで、４９７μＳの間に光源２１を点灯して蛍光データを取得し、続く４９７μＳ
ｎ間に光源２１を消灯して燐光データを取得できるようになっている。
【００５０】
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　上部ユニット１１による測定位置を紙幣１００が通過する間、光源制御部７２及びデー
タ取得部７３が、図４に示すサイクルを繰り返すことにより、紙幣１００の全面で蛍光及
び燐光の両方を測定することができる。１サイクルの測定は、メカクロック１２パルス分
に相当する１３２５．２μＳ（＝４９７μＳ＋４９７μＳ＋３３１．２μＳ）の間に行わ
れる。この間、２３００ｍｍ／Ｓで搬送される紙幣１００は３．０４８ｍｍ進む。このた
め、副走査方向の解像度は約８．３ｄｐｉとなる。
【００５１】
　図５に示す蛍光モードで測定する場合も、光源制御部７２が、ＭＣＬＫのパルス波の起
ち上がりに合わせて、蛍光燐光モードと同一の発光強度で光源２１を点灯する。光源制御
部７２は、メカクロック１パルス、１１０．４μＳの時間が経過すると光源２１を消灯す
る。
【００５２】
　光源２１を点灯すると、紙幣１００の上面で蛍光発光が観察される。光源制御部７２が
光源２１を点灯するのと同時に、データ取得部７３は、蛍光を受光した受光部４１からデ
ータの取得を開始する。蛍光データの取得は、光源２１を消灯するまで１１０．４μＳの
間、継続して行われる。光源制御部７２が光源２１を消灯するのと同時に、データ取得部
７３は蛍光データの取得を終了する。蛍光モードでは、燐光の測定は行わない。また、蛍
光モードには、ダミー期間は含まれない。データ取得部７３は、蛍光データの取得を１１
０．４μＳ継続して１サイクルの測定を終了すると、次のサイクルの測定を開始する。
【００５３】
　上部ユニット１１による測定位置を紙幣１００が通過する間、光源制御部７２及びデー
タ取得部７３が、図５に示すサイクルを繰り返すことにより、紙幣１００の全面で蛍光を
測定することができる。１サイクルの測定は、メカクロック１パルス分に相当する１１０
．４μＳの間に行われる。この間、２３００ｍｍ／Ｓで搬送される紙幣１００は０．２５
４ｍｍ進む。このため、副走査方向の解像度は約１００ｄｐｉとなる。
【００５４】
　図６に示す燐光モードで測定する場合も、光源制御部７２が、ＭＣＬＫのパルス波の起
ち上がりに合わせて、蛍光燐光モード及び蛍光モードと同一の発光強度で光源２１を点灯
する。光源制御部７２は、７７３μＳ（＝３８６．５μＳ＋３８６．５μＳ）の時間が経
過すると光源２１を消灯する。
【００５５】
　光源制御部７２が光源２１を点灯すると、紙幣１００の上面で蛍光発光が観察される。
光源制御部７２が光源２１を点灯するのと同時に、データ取得部７３は、蛍光を受光した
受光部４１からデータの取得を開始する。蛍光データの取得は、３８６．５μＳの間、継
続して行われる。光源制御部７２が光源２１を点灯してから３８６．５μＳの時間が経過
すると、データ取得部７３が蛍光データ及び燐光データを取得しないダミー期間となる。
ダミー期間は、光源制御部７２が光源２１を消灯するまで３８６．５μＳの間、継続する
。
【００５６】
　光源制御部７２が光源２１を消灯するのと同時に、データ取得部７３は、燐光を受光し
た受光部４１からデータの取得を開始する。燐光データの取得は、光源２１を消灯してか
ら７７３μＳの間、継続して行われる。燐光データの取得を終えた後、再び、データ取得
部７３が蛍光データ及び燐光データを取得しないダミー期間となる。ダミー期間が４４１
．８μＳ継続した後、１サイクルの測定が終了し、次のサイクルの測定が開始される。
【００５７】
　上部ユニット１１による測定位置を紙幣１００が通過する間、光源制御部７２及びデー
タ取得部７３が、図６に示すサイクルを繰り返すことにより、紙幣１００の全面で蛍光及
び燐光の両方を測定することができる。１サイクルの測定は、メカクロック１８サイクル
分に相当する１９８７．８μＳ（＝３８６．５μＳ＋３８６．５μＳ＋７７３μＳ＋４４
１．８μＳ）の間に行われる。この間、２３００ｍｍ／Ｓで搬送される紙幣１００は４．
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５７２ｍｍ進む。このため、副走査方向の解像度は約５．６ｄｐｉとなる。
【００５８】
　図４に示す蛍光燐光モードでは光源２１の点灯時間が４９７μＳであるのに対して、図
６に示す燐光モードでは光源２１の点灯時間が７７３μＳと長い。光源２１は同一の発光
強度で発光するが、発光時間が長い分だけ、紙幣１００に照射される光の照射量が増える
。このため、燐光モードにおける燐光の発光強度は、蛍光燐光モードにおける燐光の発光
強度に比べて高くなる。この結果、燐光モードでは、蛍光燐光モードに比べて、燐光を鮮
明に撮像した画像を得ることができる。なお、図６では、燐光データ及び蛍光データの両
方を取得する例を示したが、燐光モードでは、図６に示す蛍光データの取得期間をダミー
期間に変更して、燐光データのみを取得する設定とすることもできる。
【００５９】
　図７は、図６と同じく燐光モードの１サイクルの測定を示している。ただし、図６では
紙幣１００の搬送速度が２３００ｍｍ／Ｓであったのに対し、図７では紙幣１００の搬送
速度が１６００ｍｍ／Ｓである。このため、紙幣１００が０．２５４ｍｍの距離を搬送さ
れるメカクロック１パルス分に相当する時間は、図６では１１０．４μＳであるのに対し
、図７では約１５８μＳとなっている。
【００６０】
　図７に示すように、紙幣１００の搬送速度が１６００ｍｍ／Ｓである場合も、光源２１
の点灯、蛍光データの取得、燐光データの取得は、図６と同じタイミングで、同じ時間か
けて行われる。
【００６１】
　具体的には、光源制御部７２が、ＭＣＬＫのパルス波の起ち上がりに合わせて光源２１
を点灯し、７７３μＳの時間が経過すると消灯する。データ取得部７３は、光源制御部７
２が光源２１を点灯するのと同時に受光部４１からデータ取得を開始して、３８６．５μ
Ｓの間、蛍光データの取得を継続する。蛍光データの取得を終えた後、光源制御部７２が
光源２１を消灯するまで、３８６．５μＳの間はダミー期間となる。光源制御部７２が７
７３μＳ経過後に光源２１を消灯すると、データ取得部７３は、燐光を受光した受光部４
１からデータの取得を開始し、７７３μＳの間、燐光データの取得を継続する。
【００６２】
　搬送速度が１６００ｍｍ／Ｓである場合も、搬送速度が２３００ｍｍ／Ｓである場合と
同様に、１５４６μＳ（＝３８６．５μＳ＋３８６．５μＳ＋７７３μＳ）の間に、蛍光
データの取得及び燐光データの取得を終えることができる。
【００６３】
　図６及び図７に示すように、搬送速度が異なる場合も、メカクロック１８パルス分を１
サイクルとする。搬送速度の違いによる時間差は、ダミー期間の長さを変更することによ
って対応する。具体的には、搬送速度が２３００ｍｍ／Ｓの場合は、図６に示すように、
燐光データの取得後４４１．８μＳの間ダミー期間が継続する。一方、搬送速度が１６０
０ｍｍ／Ｓの場合は、図７に示すように、燐光データ取得後のダミー期間を１３１１．５
μＳとする。
【００６４】
　搬送速度を１６００ｍｍ／Ｓとした場合も、紙幣１００の全面で蛍光及び燐光の両方を
測定することができる。１サイクルの測定は、メカクロック１８サイクル分に相当する２
８５７．５μＳ（＝３８６．５μＳ＋３８６．５μＳ＋７７３μＳ＋１３１１．５μＳ）
の間に行われる。この間、１６００ｍｍ／Ｓで搬送される紙幣１００は４．５７２ｍｍ進
む。このため、搬送速度が２３００ｍｍ／Ｓである場合と同じく副走査方向の解像度は約
５．６ｄｐｉとなる。
【００６５】
　搬送速度が２３００ｍｍ／Ｓの場合は、図６に示すように、１サイクルの測定を開始し
た後、７７３μＳが経過して光源２１を消灯すると、１サイクルの測定が終了するまで光
源２１を消灯したままとする。一方、搬送速度が１６００ｍｍ／Ｓの場合は、図７に示す
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ように、１サイクルの測定を開始した後、７７３μＳが経過して光源２１を消灯するが、
燐光データの取得を終えたタイミングで、再び光源２１を点灯する。再点灯された光源２
１は、３８６．５μＳ経過後に消灯する。光源２１の再点灯は、蛍光データ及び燐光デー
タを取得しないダミー期間中に行われる。図７に示すように、蛍光データの取得及び燐光
データの取得を終えた後、光源２１の消灯時間が長くなる場合に、蛍光及び燐光の測定に
影響しないタイミング及び時間で光源２１を再点灯することにより、安定した測定を行う
ことができる。
【００６６】
　図７は、搬送速度を１６００ｍｍ／Ｓとした場合の燐光モードの測定を示しているが、
搬送速度を異なる速度とすることもできる。例えば、搬送速度を１２００ｍｍ／Ｓとした
場合も、光源２１の点灯、蛍光データの取得、燐光データの取得は、メカクロック１８パ
ルス分の間に、図６及び図７と同一のタイミング及び同一の継続時間で実行する。搬送速
度が低下したことにより余った時間はダミー期間の長さで調整する。ダミー期間中の光源
２１の再点灯は、１サイクルの時間に応じて変更する。例えば、搬送速度が１６００ｍｍ
／Ｓの図７ではダミー期間中の再点灯時間を３８６．５μＳとしているが、搬送速度が１
２００ｍｍ／Ｓの場合、ダミー期間中の再点灯時間を７７３μＳとする。
【００６７】
　図４に示す蛍光燐光モードについても、燐光モードと同様に、搬送速度を２３００ｍｍ
／Ｓ以下に変更することができる。この場合も、燐光モードと同様、搬送速度を変更して
もメカクロック１２パルス分の間に、図４と同一のタイミング及び同一の継続時間で、光
源２１の点灯、蛍光データの取得、燐光データの取得を行う。そして、搬送速度が低下し
たことにより余った時間はダミー期間とする。また、ダミー期間が長くなる場合、ダミー
期間中、蛍光及び燐光の測定に影響しないタイミング及び時間で光源２１を点灯する。
【００６８】
　図５に示す蛍光モードについても、燐光モードと同様、搬送速度を２３００ｍｍ／Ｓ以
下に変更することができる。蛍光モードの場合は、メカクロック１パルス分の間に、光源
２１の点灯と蛍光データの取得を行う。例えば、搬送速度を１６００ｍｍ／Ｓに変更した
場合は、メカクロック１パルス分、１５８．７５ｍＳの間に、光源２１の点灯及び蛍光デ
ータの取得を行う。
【００６９】
　次に、蛍光燐光検知装置が、透過画像を取得する例について説明する。図８は、透過画
像を取得する蛍光燐光検知装置の構造例を示す断面模式図である。以下、図２に示す蛍光
燐光検知装置との相違点を説明する。
【００７０】
　図８に示す蛍光燐光検知装置は、透過画像を取得するための光源１２１をケース内に有
する点が、図２に示す蛍光燐光検知装置と異なっている。この蛍光燐光検知装置の機能構
成を示すブロック図は、光源制御部７２が、光源２１、２２に加えて光源１２１を制御す
る点を除いて図３に示すブロック図と同一であるため省略する。以下、各光源２１、２２
、１２１を区別するため、光源２１、２２を反射用光源、光源１２１を透過用光源と記載
する。例えば、反射用光源２１、２２は紫外光を照射し、透過用光源１２１は赤外光を照
射する。
【００７１】
　上部ユニット１１１のケースは、下部ユニット１２のケースに比べて、紙幣１００の搬
送方向に長い形状を有する。透過用光源１２１は、ケース内で、下部ユニット１２の集光
レンズ３２及び受光部４２に対応する位置に設けられている。これにより、透過用光源１
２１から出射した光がケース外にある紙幣１００を透過して、下部ユニット１２内に入る
。下部ユニット１２内に入った透過光は、集光レンズ３２によって集光されて、受光部４
２で受光される。紙幣１００を透過した透過光を受光部４２で受光したデータから、紙幣
１００の透過画像を生成することができる。
【００７２】
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　図９は、蛍光燐光モードで蛍光、燐光及び透過光を測定するタイミングを示すタイミン
グチャートである。図９に示す蛍光燐光モードは、最初に透過用光源１２１を点灯して、
紙幣１００を透過した透過光のデータを取得する点が、図４に示す蛍光燐光モードと異な
っている。光源制御部７２は、透過用光源１２１を点灯した後、３５μＳの時間が経過す
ると透過用光源１２１を消灯する。
【００７３】
　データ取得部７３は、光源制御部７２が透過用光源１２１を点灯するのと同時に、透過
光を受光した下部ユニット１２の受光部４２からデータの取得を開始する。透過光データ
の取得は、透過用光源１２１を消灯するまで３５μＳの間、継続して行われる。データ取
得部７３は、透過用光源１２１を消灯するのと同時に、透過光データの取得を終了する。
【００７４】
　光源制御部７２は、透過用光源１２１を消灯するのと同時に、上部ユニット１１１内の
反射用光源２１及び下部ユニット１２内の反射用光源２２を点灯する。この後、図４と同
様に、蛍光データの取得及び燐光データの取得を行い、データを取得しないダミー期間を
経て、１サイクルの測定を終了する。
【００７５】
　具体的には、図４と同様に、４９７μＳの間、上部ユニット１１１で反射用光源２１を
点灯して受光部４１から紙幣上面の蛍光データを取得し、下部ユニット１２で反射用光源
２２を点灯して受光部４２から紙幣下面の蛍光データを取得する。続いて４９７μＳの間
、上部ユニット１１１で反射用光源２１を消灯して受光部４１から紙幣上面の燐光データ
を取得し、下部ユニット１２で反射用光源２２を消灯して受光部４２から紙幣下面の燐光
データを取得する。続いて２９６．２μＳの間は、上部ユニット１１１の受光部４１及び
下部ユニット１２の受光部４２からデータを取得しないダミー期間とする。
【００７６】
　図４ではダミー期間が３３１．２μＳであるのに対し、図９では２９６．２μＳとなっ
ている。図４に示すダミー期間を３５μＳ短縮して、この時間を、透過用データの取得に
利用するものである。これにより、図４と同様に、紙幣１００が３．０４８ｍｍ搬送され
る間に１サイクルの測定を終えて、副走査方向の解像度が約８．３ｄｐｉの蛍光画像、燐
光画像及び透過画像を取得することができる。
【００７７】
　なお、搬送路６０を搬送される紙幣１００が、下部ユニット１２による測定領域に到達
するタイミングと、上部ユニット１１１による測定領域に到達するタイミングとは異なる
。紙幣１００が下部ユニット１２による測定領域に到達するタイミングに合わせて、図９
に示すサイクルで測定を開始する。図１０及び図１１についても同様に、紙幣１００が下
部ユニット１２による測定領域に到達するタイミングに合わせて、各図に示すサイクルで
測定を開始する。これにより、蛍光燐光検知装置の配置位置を紙幣１００が通過する間に
、紙幣上面の蛍光画像及び燐光画像と、紙幣下面の蛍光画像及び燐光画像と、透過画像と
を取得することができる。
【００７８】
　図１０は、蛍光モードで蛍光及び透過光を測定するタイミングを示すタイミングチャー
トである。図１０に示す蛍光モードは、最初に透過用光源１２１を点灯して、紙幣１００
を透過した透過光のデータを取得する点が、図５に示す蛍光モードと異なっている。光源
制御部７２は、透過用光源１２１を点灯した後、３５μＳの時間が経過すると透過用光源
１２１を消灯する。
【００７９】
　データ取得部７３は、光源制御部７２が透過用光源１２１を点灯するのと同時に、透過
光を受光した下部ユニット１２の受光部４２からデータの取得を開始する。透過光データ
の取得は、透過用光源１２１を消灯するまで３５μＳの間、継続して行われる。データ取
得部７３は、透過用光源１２１を消灯するのと同時に、透過光データの取得を終了する。
【００８０】
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　光源制御部７２は、透過用光源１２１を消灯するのと同時に、上部ユニット１１１内の
反射用光源２１及び下部ユニット１２内の反射用光源２２を点灯する。この後、７５．４
μＳの間、上部ユニット１１１で反射用光源２１を点灯して受光部４１から紙幣上面の蛍
光データを取得し、下部ユニット１２で反射用光源２２を点灯して受光部４２から紙幣下
面の蛍光データを取得して、１サイクルの測定を終了する。
【００８１】
　図５では蛍光データの取得時間が１１０．４μＳであるのに対し、図１０では７５．４
μＳとなっている。図５に示す蛍光データの取得時間を３５μＳ短縮して、この時間を、
透過用データの取得に利用するものである。これにより、図５と同様に、紙幣１００が０
．２５４ｍｍ搬送される間に１サイクルの測定を終えて、副走査方向の解像度が１００ｄ
ｐｉの蛍光画像及び透過画像を取得することができる。
【００８２】
　図１１は、燐光モードで蛍光、燐光及び透過光を測定するタイミングを示すタイミング
チャートである。図１１に示す燐光モードは、最初に透過用光源１２１を点灯して、紙幣
１００を透過した透過光のデータを取得する点が、図６に示す燐光モードと異なっている
。光源制御部７２は、透過用光源１２１を点灯した後、３５μＳの時間が経過すると透過
用光源１２１を消灯する。
【００８３】
　データ取得部７３は、光源制御部７２が透過用光源１２１を点灯するのと同時に、透過
光を受光した下部ユニット１２の受光部４２からデータの取得を開始する。透過光データ
の取得は、透過用光源１２１を消灯するまで３５μＳの間、継続して行われる。データ取
得部７３は、透過用光源１２１を消灯するのと同時に、透過光データの取得を終了する。
【００８４】
　光源制御部７２は、透過用光源１２１を消灯するのと同時に、上部ユニット１１１内の
反射用光源２１及び下部ユニット１２内の反射用光源２２を点灯する。この後、図６と同
様に、蛍光データの取得及び燐光データの取得を行い、データを取得しないダミー期間を
経て、１サイクルの測定を終了する。
【００８５】
　具体的には、図６と同様に、３８６．５μＳの間、上部ユニット１１１で反射用光源２
１を点灯して受光部４１から紙幣上面の蛍光データを取得し、下部ユニット１２で反射用
光源２２を点灯して受光部４２から紙幣下面の蛍光データを取得する。続いて３８６．５
μＳの間は、上部ユニット１１１の受光部４１及び下部ユニット１２の受光部４２からデ
ータを取得しないダミー期間となる。続いて７７３μＳの間、上部ユニット１１１で反射
用光源２１を消灯して受光部４１から燐光データを取得し、下部ユニット１２で反射用光
源２２を消灯して受光部４２から燐光データを取得する。続いて４０６．８μＳの間、上
部ユニット１１１の受光部４１及び下部ユニット１２の受光部４２からデータを取得しな
いダミー期間となる。
【００８６】
　図６では燐光データ取得後のダミー期間が４４１．８μＳであるのに対し、図１１では
４０６．８μＳとなっている。図６に示す燐光データ取得後のダミー期間を３５μＳ短縮
して、この時間を、透過用データの取得に利用するものである。これにより、図６と同様
に、紙幣１００が４．５７２ｍｍ搬送される間に１サイクルの測定を終えて、副走査方向
の解像度が約５．６ｄｐｉの蛍光画像、燐光画像及び透過画像を取得することができる。
【００８７】
　なお、図８に示す蛍光燐光検知装置においても、各モードの紙幣１００の搬送速度を変
更することができる。搬送速度を変更した場合、搬送速度に起因する１サイクルの時間差
を、上述したようにダミー期間によって調整して、図９～図１１に示したように透過デー
タ、蛍光データ及び燐光データを取得することができる。
【００８８】
　このように、図８に示す蛍光燐光検知装置では、紙幣１００の蛍光画像及び燐光画像に
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加えて、紙幣１００の透過画像を取得することができる。例えば、紙幣１００が傾いた斜
行状態で搬送されている場合でも、透過画像に基づいて、発光測定時の紙幣１００の搬送
状態を判定することができる。そして、紙幣１００の蛍光画像、燐光画像及び透過画像に
基づいて、紙幣１００上で蛍光が観察された位置及び領域と、燐光が観察された位置及び
領域とを特定することができる。
【００８９】
　本実施形態では、光源２１、２２から紫外光を照射し、光源１２１から赤外光を照射す
る例を示したが、光源２１、２２、１２１から照射する光の波長は特に限定されない。例
えば、光源２１、２２の波長として、紙幣１００の印刷に利用された特殊インクを励起し
て発光させるための波長が適宜選択される。また、光源１２１の波長として、紙幣１００
の透過画像を取得するのに適した波長が適宜選択される。
【００９０】
　光源２１、２２、１２１が、ＬＥＤ等の発光体を、紙幣１００の搬送方向と垂直な方向
に多数配列する例に限定されず、導光体を利用する態様であってもよい。具体的には、紙
幣１００の搬送方向と垂直な方向に長い棒状の導光体を光源２１、２２、１２１として利
用する。そして、ＬＥＤ等の発光体から出射した光を導光体の端面から入射し、導光体か
ら紙幣１００に向けて照射する態様であってもよい。このとき、異なる波長で発光する複
数種類のＬＥＤを利用すれば、紙幣１００の種類に応じて選択した波長の光を、導光体か
ら紙幣１００に向けて照射することができる。
【００９１】
　本実施形態では、蛍光燐光検知装置を、蛍光と燐光の少なくともいずれか一方を測定す
るために利用する態様を示したが、蛍光燐光検知装置を、蛍光及び燐光が観察されない紙
幣１００の画像取得に利用することもできる。例えば、光源２１、２２、１２１から、紫
外光及び赤外光に加えて可視光を照射できるようにする。紙幣１００が、発光インクを含
む場合は、上述したように紫外光を照射して蛍光画像及び燐光画像を取得すると共に、赤
外光を照射して透過画像を取得する。一方、紙幣１００が発光インクを含まない場合は、
光源２１、２２、１２１から可視光を照射して、紙幣１００の反射画像及び透過画像を取
得するように設定する。これにより、発光が観察されない紙幣１００を処理する場合にも
、蛍光燐光検知装置を、有効に利用することができる。例えば、識別部で所定解像度の紙
幣画像を得た後、蛍光燐光検知装置で識別部とは異なる解像度の紙幣画像を取得して、紙
幣１００の識別に利用することができる。
【００９２】
　本実施形態では、蛍光燐光検知装置が、紙幣１００の両面から発光データを取得する態
様を示したが、紙幣１００の片面のみが発光する場合は、発光する片面のみで発光データ
を取得する態様であってもよい。例えば、発光する片面を上面として紙幣１００が搬送さ
れてくる場合は、紙幣１００の上面から、上述したように蛍光データ及び燐光データを取
得する。具体的には、搬送方向上流側に設置された識別部が、搬送路６０を搬送される紙
幣１００が、発光面を上面として搬送されているか下面として搬送されているかを特定す
る。蛍光燐光検知装置は、識別部で特定された発光面を対象として、上面又は下面から発
光データを取得することができる。
【００９３】
　本実施形態では、図４～図７及び図９～図１１に「点灯」と示した時間の間、光源２１
、２２、１２１の点灯を継続する態様を示したが、図示した範囲内で点灯時間を制御する
態様であってもよい。具体的には、「点灯」と図示した範囲は、光源２１、２２、１２１
を点灯可能なタイミングを示すもので、この範囲内の一部の時間だけ、光源２１、２２、
１２１を点灯する態様であってもよい。蛍光燐光検知装置は、光源２１、２２、１２１か
ら照射する光の種類及び発光強度、紙幣１００で観察される発光の種類等に応じて、図示
した範囲内で光源２１、２２、１２１の発光時間を制御することができる。例えば、図示
した範囲内で、光源２１、２２、１２１の点灯と消灯を複数回実行する設定とすることも
できる。
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　上述したように、本実施形態に係る蛍光燐光検知装置によれば、予め準備した複数の測
定モードの中から、紙幣の種類に応じた測定モードを選択して、蛍光や燐光を測定するこ
とができる。各測定モードでは、光源から紙幣に照射する光の発光強度及び発光時間と、
蛍光を測定するタイミング及び測定時間と、燐光を測定するタイミング及び測定時間とを
設定することができる。これにより、紙幣で観察される発光の特徴に応じて、適切なタイ
ミングで適切な光量の励起光を照射し、蛍光及び燐光の発光強度を高精度に測定すること
ができる。測定結果に基づいて、蛍光画像及び燐光画像を生成して紙幣の識別に利用する
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　以上のように、本発明に係る蛍光燐光検知装置及び蛍光燐光検知方法は、様々な蛍光及
び燐光の検知に柔軟に対応するために有用である。
【符号の説明】
【００９６】
１１、１１１　上部ユニット
１２　下部ユニット
２１、２２　光源（反射用光源）
３１、３２　集光レンズ
４１、４２　受光部
５１、５２　基板
６０　搬送路
７０　制御部
７１　測定モード選択部
７２　光源制御部
７３　データ取得部
８０　記憶部
１２１　光源（透過用光源）
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